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4444 歳児歳児歳児歳児                                                                                                        5555 歳児歳児歳児歳児    

（（（（１１１１））））本事例本事例本事例本事例のののの趣旨趣旨趣旨趣旨    泥団子作りは、幼児みんなが興味をもつ遊びである。そこで、4歳児5歳児の泥団子作りの過程の

違いを鮮明にし、的確な援助をして科学する心を育てていきたい。 

ねらいねらいねらいねらい    

○ 砂の感触を味わう。 

○ 友達と同じものを作る喜びを感じ、一緒に遊ぶこと

を楽しむ。 

幼児幼児幼児幼児のののの姿姿姿姿    

 雨が降った後、園庭には水たまりがいっぱいできていた。

幼児は、水たまりに驚き、靴のまま水たまりに入りバシャ

バシャさせたり、手で泥水をすくったりして遊んだ。 

（（（（２２２２））））実践実践実践実践のののの展開展開展開展開    

        おもしろいおもしろいおもしろいおもしろい    

 

 

 

 

 

 

 

 教師も一緒に参加したり、土の感触が十分 

楽しめるように時間を確保したりする。 

    

 やってみようやってみようやってみようやってみよう        おもしろそうおもしろそうおもしろそうおもしろそう    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

友達と一緒にしている姿や、幼児の気付き 

  などをしっかり認め、気付いたことが表情 

や言葉で表わせるようにする。 
 
 丸丸丸丸くなったよくなったよくなったよくなったよ    

 

 

 

 

 

 

 

 

 
土を手でにぎっていると、次第に丸くなる 
ことに幼児と共に喜び合うようにする。 

 

ねらいねらいねらいねらい    

○ 土や砂の感触を味わい、性質の違いに気付く。 

○ 気付いたことや発見したことを友達に伝えながら、目

当てをもって繰り返し遊びを楽しむ。 

幼児幼児幼児幼児のののの姿姿姿姿    

 友達と一緒に砂場の砂を使って、形のよい団子、大きさの

違う団子、見た目のきれいな団子など、自分の納得する団子

を作ろうとする姿が見られた。その後、園庭のいろいろな場

所の砂や土を使って泥団子作りが始まった。 

        発発発発        見見見見    

 

 

 

 

 

 

  

さらさら砂の発見を、他の幼児にも知らせて 
泥団子作りに使っている姿を認める。 

        

 意意意意        欲欲欲欲    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

  

 
 
いろいろな所で、自分の作りたい団子に合った砂を探す 
姿や、友達に刺激を受けてじっくり取り組む姿を認める。 

                                    満満満満        足足足足    

    

    

    

    

    

    

    

    

    
    

お団子ができ

た！ 

ホットケーキみたいになったよ。 

ここの砂は 

さらさらだね もっと集めよう 

 

気持ちいいー 

べちゃべちゃだ 

 

 

どうしたら○○ち

ゃんみたいにでき

るかな？ 

この砂、触っ

てみて！ 

2222 年保育年保育年保育年保育 4444 歳児歳児歳児歳児とととと 5555 歳児歳児歳児歳児のののの泥団子泥団子泥団子泥団子づくりをづくりをづくりをづくりを覗覗覗覗いてみよういてみよういてみよういてみよう！！！！    

岡山市立今幼稚園岡山市立今幼稚園岡山市立今幼稚園岡山市立今幼稚園    （（（（岡山県岡山市岡山県岡山市岡山県岡山市岡山県岡山市）））） 

 

田んぼの土は黒い

よ！ 
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いろいろなのができたよいろいろなのができたよいろいろなのができたよいろいろなのができたよ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大きさの違う団子ができる不思議さに共感し 

たり、作り方に気付かせたりする。 

そのそのそのその後後後後、、、、いろいろないろいろないろいろないろいろな場場場場でででで、、、、年長児年長児年長児年長児のののの団子団子団子団子をををを作作作作るるるる様子様子様子様子ををををまままま

ねねねねてててて作作作作るようになったるようになったるようになったるようになった。。。。    

〈考察〉     

○雨上がりや晴天の時など、機会を逃さず体験できるよう

にしたことで、砂の感触が十分楽しめた。 

○友達と一緒にすることが楽しいと感じられるように教師

も仲間になることが大切である。 

○一人一人の取り組みをしっかりと認め、自信につなげる

ようにするとさらに意欲的に取り組めた。 

    

    

    

    

    

    

    

    

作る過程での工夫や、土や砂の違いに気付きいろいろ 

試しながらの泥団子作りを認める。 

    

そのそのそのその後後後後、、、、「「「「手手手手でででで 10101010 回擦回擦回擦回擦るとるとるとるとこれだけこれだけこれだけこれだけ光光光光るるるる。。。。」「」「」「」「こっちはこっちはこっちはこっちは 100100100100

回擦回擦回擦回擦ったからこんなにったからこんなにったからこんなにったからこんなに光光光光っているっているっているっている。。。。」」」」とととと出来上出来上出来上出来上がったがったがったがった団子団子団子団子をををを光光光光

らせるらせるらせるらせる姿姿姿姿もももも見見見見られたられたられたられた。。。。またまたまたまた、、、、手手手手やややや葉葉葉葉っぱでっぱでっぱでっぱで磨磨磨磨きききき、、、、いろいろいろいろいろいろいろいろ確確確確

かめるかめるかめるかめる姿姿姿姿もももも見見見見られたられたられたられた。。。。    

〈考察〉 

○砂や土の環境を身近に整えたことで、好奇心を継続させな

がら、感触、性質などに気付くことができた。 

○友達同士で見せ合い工夫したところを知らせる機会をもっ

たことで刺激し合って遊ぶことができた。 

○幼児が、試したり工夫したりできる時間を確保したことで、

目当てをもち繰り返し遊ぶことができた。 

（（（（３３３３））））考察考察考察考察    

○砂や土の水量で感触が違うことや、きめの細かさ粗さ粘りなどに気付いたり、出来上がった団子の色や固さ輝き

などに目当てをもって取り組んだりした。このことは、友達同士による刺激が大きいと思われる。 

○4 歳児は、教師や友達と一緒に楽しみながら土や砂の感触を味わえる援助をすることが大切である。5 歳児は、

自分なりの目当てをもって工夫し友達と競いながら楽しめる援助をしていくことが大切である。 

○幼児の遊びだけにとどめず、本を見たりインターネットで検索したりして、今までとは違った泥団子作りに期待

をもたせ、目当てをもって泥団子作りができるようにしていきたい。 

（（（（４４４４））））今後今後今後今後のののの活動計画活動計画活動計画活動計画    

    

    

        

    

 

 

あかちゃん 

おとうさん 

おかあさん 

4444歳児歳児歳児歳児は、機会を逃さずいろいろな砂や土に触れて遊び、感触が十分味わえるように繰り返し時間を確保していきたい。

また、作った泥団子を使ってのごっこ遊びを通して、友達と一緒に遊ぶことが楽しいと感じられる経験を豊かにしていく。 

5555歳児歳児歳児歳児は、自分の作った団子に目当てをもち、磨いたり比べたりできるように置き場を確保すると共に、友達と競い合え

る機会ももつようにする。また、じっくりと遊び込める時間を確保する。本や情報機器を使って今まで以上の目当てをも

って泥団子作りができるようにする。 

 

こっちは、かたいよ。 

なんだか光ってる。 

つるつるしてる。 

みどころみどころみどころみどころ    
    毎日毎日続毎日毎日続毎日毎日続毎日毎日続けられるけられるけられるけられる泥団子作泥団子作泥団子作泥団子作りりりり。「。「。「。「毎日同毎日同毎日同毎日同じじじじ経験経験経験経験ではないではないではないではない」｢」｢」｢」｢年齢年齢年齢年齢やややや発達発達発達発達、、、、経験経験経験経験によってによってによってによって、、、、幼児幼児幼児幼児のののの気付気付気付気付くことやくことやくことやくことや工工工工

夫夫夫夫することはすることはすることはすることは違違違違うううう｣｣｣｣というというというというこここことはとはとはとは分分分分かっていてもかっていてもかっていてもかっていても、、、、保育者保育者保育者保育者のののの援助援助援助援助やややや指導指導指導指導がががが変変変変わらないことがありますわらないことがありますわらないことがありますわらないことがあります。。。。しかししかししかししかし、、、、ここここ

うしてうしてうしてうして目的目的目的目的をををを持持持持ってってってって幼児幼児幼児幼児のののの姿姿姿姿をををを見取見取見取見取ってってってって考察考察考察考察することですることですることですることで、、、、必要必要必要必要なななな指導指導指導指導がががが見見見見えてきますえてきますえてきますえてきます。。。。4444歳児歳児歳児歳児にはにはにはには繰繰繰繰りりりり返返返返しししし経験経験経験経験でででで

きるきるきるきる時間時間時間時間をををを確保確保確保確保しししし、、、、5555歳児歳児歳児歳児にはじっくりにはじっくりにはじっくりにはじっくり取取取取りりりり組組組組めるめるめるめる時間時間時間時間のののの確保確保確保確保がががが大切大切大切大切であることがであることがであることがであることが、、、、泥団子作泥団子作泥団子作泥団子作りのりのりのりの姿姿姿姿からもからもからもからも捉捉捉捉えらえらえらえら

れていますれていますれていますれています。。。。情報情報情報情報のののの交換交換交換交換もももも5555歳児歳児歳児歳児はははは細細細細かなことまでことばにしてかなことまでことばにしてかなことまでことばにしてかなことまでことばにして発見発見発見発見やややや工夫工夫工夫工夫のののの情報情報情報情報をををを共有共有共有共有していますしていますしていますしています。。。。4444歳児歳児歳児歳児はそはそはそはそ

うしたうしたうしたうした 5555歳児歳児歳児歳児のののの姿姿姿姿ををををモデルモデルモデルモデルにしていますにしていますにしていますにしています。。。。5555歳児歳児歳児歳児にはにはにはには、、、、幼児同士幼児同士幼児同士幼児同士だけではだけではだけではだけでは得得得得られないられないられないられない情報情報情報情報もももも貴重貴重貴重貴重なななな環境環境環境環境になることになることになることになること

がががが分分分分かりますかりますかりますかります。。。。    


